
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

十
月
の
公
園
整
備
は
十
二
日
（
日
）
で
す
。

花
苗
植
栽
、
清
掃
、
施
肥
、
潅
水
な
ど
の

作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

十
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
八
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
六
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
九
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

第 245 号 
2025.9.20 

.20 

種から育てたセンニチコウ満開！ 

台
風
十
五
号
に
よ
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

雨
が
降
り
、
県
内
で
は
突
風
被
害
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
辺
り
は
何
と
か
難
を
逃

れ
、
快
晴
と
な
っ
た
九
月
七
日
（
日
）
の
朝 

会
員
十
三
名
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
台
風
の
通
過
で
多
く
の
木
の

枝
が
折
れ
て
公
園
内
に
散
乱
し
た
た
め
、
こ

れ
ら
の
処
分
や
、
砂
場
や
溜
枡
付
近
に
大
量

に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
の
収
集
、
藤
棚
下
の
清

掃
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
九
月
に
入
っ
て
も

気
温
が
下
が
ら
ず
、
き
つ
い
作
業
が
続
き
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
参
加
を

し
て
い
た
だ
き
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。 

落ち葉の収集を入念に！ 

暑さに負けず！ 

公
園
整
備
！ 

砂場にもすぐ雑草が！ 

日陰は少し楽だね！ 

『
ひ
ま
わ
り
（
日
向
、
向
日
葵
）
』 

ヒ
マ
ワ
リ
は
キ
ク
科
の
植
物
で
、
ア
メ

リ
カ
南
西
部
原
産
の
一
年
生
草
木
で
、
わ

が
国
に
は
江
戸
時
代
に
渡
来
し
、
園
芸
植

物
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
。
日
本
で
は
真
夏

の
代
表
花
。
生
育
が
早
く
種
類
に
よ
っ
て

は
茎
丈
は
二
メ
ー
ト
ル
位
に
も
な
る
。
頭

状
花
は
大
き
な
も
の
で
は
四
十
セ
ン
チ
位

に
も
な
り
ま
す
。
外
側
に
花
弁
だ
け
の
黄

色
の
舌
状
花
が
あ
り
、
中
央
部
は
雄
し
べ

と
雌
し
べ
の
つ
い
た
黄
褐
色
の
管
状
花
が

集
ま
っ
て
い
る
。
花
が
終
わ
る
と
多
数
の

種
と
な
る
。
日
の
光
に
向
か
っ
て
咲
く
と

言
わ
れ
、
英
名
で
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
い
い

ま
す
。
種
は
油
脂
に
富
み
、
炒
っ
て
食
用

に
す
る
又
は
絞
っ
て
ひ
ま
わ
り
油
を
製
造

す
る
。
動
脈
硬
化
予
防
に
い
い
と
か
、
Ｍ

Ｌ
Ｂ
の
選
手
が
ダ
グ
ア
ウ
ト
で
食
べ
て
い

る
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
か
け
ま
す
。 


